
平
成
2
2
年
1
0
月
3
0
日
（
土
）

i
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
、
銀

＇
座
ア
ス
タ
ー
＿
―
-
軒
茶
屋
賓
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
4

｛
号
台
風
の
直
撃
に
て
会
員
出

｛
席
予
定
者
2
5
名
の
と
こ
ろ
6

＇
名
欠
席
と
な
り
、
結
局
1
9
名

i
参
加
の
総
会
と
な
り
ま
し

→
こ
゜

，
ナ
’

｝
総
会
で
は
悪
天
候
を
お
し

一
て
お
い
で
頂
い
た
比
企
三
四

9
会
長
か
ら
連
合
三
田
会
に
―
―
―

｛
四
会
か
ら
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
開

一
催
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ

一
れ
、
北
里
柴
三
郎
先
生
そ
っ

く
り
の
御
令
孫
北
里
一
郎
先

一
生
の
講
演
が
盛
会
で
あ
っ
た

こ
と
、
女
性
医
師
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
言
及
さ
れ
、
こ

の
件
に
つ
い
て
は
佐
藤
美
奈

子
先
生
か
ら
菅
沼
副
会
長
と

と
も
に
三
四
会
と
し
て
の
支

援
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
関
連
病
院
長
会
々
長
の
松

本
純
夫
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

長
よ
り
現
況
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
、
小
玉
降
一
先
生
（
専

3
)
の
御
発
声
で
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
千
葉
か
ら

馳
せ
参
じ
ら
れ
た
末
松
医
学

部
長
は
台
風
の
た
め
交
通
渋

滞
に
て
遅
れ
て
来
ら
れ
ま
し

た
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
さ
れ
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
て
3
号
館

北
棟
の
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
な
ど

の
御
説
明
が
あ
り
、
な
か
で

も
低
侵
襲
検
査
部
門
の
内
視

鏡
に
虎
ノ
門
病
院
の
先
生
を

引
き
抜
い
た
詰
は
迫
力
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
咸
臨

江
東
区
三
四
会

江
東
区
に
お
い
て
は
、
長

年
、
諸
先
輩
の
先
生
方
が
―
―
―

四
会
支
部
の
設
立
を
望
ん
で

い
ま
し
た
が
思
う
に
ま
か
せ

ず
見
送
り
に
な
っ
て
い
ま
し

こ
。
ナ
‘今

般
、
有
志
の
先
生
6
名

で
設
立
を
企
画
し
、
大
先
輩

の
福
井
光
寿
先
生
に
、
こ
の

趣
旨
を
お
伝
え
し
た
所
、
是

非
設
立
を
と
希
望
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
有
志
6
名
が
会
合

し
、
江
東
区
に
在
住
、
在
勤

務
医
の
先
生
方
を
調
査
し
た

上
で
三
四
会
支
部
の
設
立
の

趣
意
書
を
送
付
し
、
賛
同
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

9

月
2
5
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
パ

ー
ク
ホ
テ
ル
桂
花
苑
に
て
会

暴
2
4
名
中
1
1
名
の
参
加
に

て
、
第1
回
江
東
区
一
＿
＿
四
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

小
生
、
尾
関
の
江
東
区
三

四
会
設
立
の
経
過
報
告
後
、

福
井
光
寿
先
生
の
ご
挨
拶
後

乾
杯
発
声
に
続
い
て
、
懇
親

会
に
入
り
ま
し
た
。
会
は
和

や
か
な
、
賑
や
か
な
っ
ち
、

各
自
の
自
己
紹
介
と
近
況
を 丸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
勝
海

舟
が
船
大
工
を
乗
せ
て
修
理

し
な
が
ら
太
平
洋
を
横
断
し

た
よ
う
に
、
資
金
も
人
材
も

全
て
自
分
で
調
達
す
る
研
究

と
の
こ
と
で
新
し
い
考
え
方

の
研
究
で
、
信
濃
町
あ
る
い

は
医
学
部
に
と
ど
ま
ら
ず
多

方
面
を
巻
き
込
ん
だ
業
績
に

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
ほ
か
我
々
の
時
代
の
所
謂

無
給
助
手
は
現
在
皆
無
で
大

学
院
生
も
奨
学
金
制
度
で
授

業
料
も
な
く
な
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
で
し
か
も
精
力
的
に
信
濃

町
の
改
革
、
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
心
強

く
印
象
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
各
人
の
近
況
報
告

が
あ
り
、
宴
た
け
な
わ
の
う

語
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、

今
後
の
活
動
方
針
を
検
討

し
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
初
め
て
の
会
な
の

で
参
加
人
数
が
何
人
に
な
る

か
不
安
で
し
た
の
で
、
f
J
来

賓
と
し
て
の
方
々
の
ご
招
待

は
見
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し

こ
。
ナ
‘

ち
、
最
後
に
久
布
白
兼
和
先

生
(
3
0
回
）
の
締
め
の
御
言
葉

に
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
．

前
列
右
か
ら
田
村
武
司

（
専4
)、
久
布
白
兼
和
(
3
0

回
）
、
小
玉
隆
一
（
専
3
)、

比
企
三
四
会
長
、
末
松
医
学

部
長
、
宮
崎
遣
夫(
4
0
回
）
、

佐
藤
美
奈
子
(
6
5
回
）
、
荒

田
尚
子
(
6
5
相
当
）
、

後
列
厚
東
篤
生

(
4
5

回
）
、
野
本
保
夫(4
9
回
）
、

羽
飼
貢

(
6
7
回
）
、
坂
井

真
(
3
9
回
）
、
有
馬
亨(
4
2

回
）
、
東
條
毅
(
3
9
回
）
、

重
松
次
郎
畢
幸(
7
4
回
）
、

小
平
進

(
4
2
回
）
、
松
本

純
夫
(
5
2
回
）
、
杉
田
稔

(
4
9
回
）
、
宮
崎
祐
(
7
2
相

当
）
‘
杜
子
威(
4
0
回
）
、
加

藤
良
一
(
5
9
回
）
敬
跡
略

（
文
責
宮
崎
道
夫
）

次
回
は
是
非
ご
招
待
を
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

嘗
は
朽
弄
光
寿
(
2
9
)
、

尾
関
全
彦
(
3
9
)
、
碩
口
正

俊
(
4
0
)

、
土
屋
喜
嗣(
4
2
)

、

土
犀
了
介(
4
9
)

、
畠
晃(
5
1
)

、

井
太
屋
美
晶
(
5
8
)
、
張
簡

俊
添
(
6
0
)

、
笠
眉

(
6
1
)

、

桜
岡
浩
一
(
6
1
)
、
熊
谷
和

浩
(
6
3
)

己（
言
尾
関
全
彦
）

＿
一
四
会
玉
川
支
部
総
会

海
外
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
学
生
は
多
い
。
た
く
さ
ん

の
先
生
方
の
協
力
が
あ
っ

て
、
慶
應
医
学
部
の
学
生
は

貴
重
な
国
際
交
流
の
磯
会
を

享
受
し
て
い
る
。
夏
期
外
国

派
遣
研
修
は
そ
の
最
た
る
も

の
だ
。
低
学
年
か
ら
国
際
志

向
を
持
つ
学
生
も
少
な
く
な

く
、
医
学
部
英
語
会
・
日
韓

医
学
生
交
流
会
な
ど
の
学
生

団
体
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

医
学
部
英
語
会

で
学
ぶ
こ
と

医
学
部
英
語
会
会
長
渡
辺
賢
治

(
6
3
回
）

漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー

医
学
部
英
語
会
（
通
跡
M

E
s
s
)は
医
学
部
学
生
の

熱
心
な
活
動
に
よ
り
輻
広
い

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

熱
心
な
学
生
活
動
を
支
援

し
て
く
だ
さ
る
の
は
、
信
濃

町
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る

ラ
イ
ト
先
生
や
ハ
ワ
イ
大
学

で
も
教
え
ら
れ
て
い
る
鈴
木

光
明
先
生(
4
1
回
）
ら
多
彩

な
方
々
で
あ
る
。
ラ
イ
ト
先

生
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
で

あ
り
東
京
大
学
で
英
語
を
教

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
るTayl
o
r

先
生
や
、
イ
ラ
ン
か
ら
東
京

医
科
歯
科
大
学
に
留
学
し
て

い
る
A
r
a
b
i
先
生
ご
夫
妻
ら

を
招
い
て
く
だ
さ
り
、
学
生

に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
文
芸
作
品

や
イ
ラ
ン
の
国
に
つ
い
て
の

話
を
聞
く
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
る
。
一
見
医
学
と
は
関

係
な
い
が
、
異
文
化
と
触
れ

る
こ
と
は
多
彩
な
社
会
背
景

を
有
す
る
患
者
さ
ん
に
対
し

て
輻
広
く
対
応
で
き
る
人
間

性
を
華
つ
こ
と
に
役
立
っ
て

い
る
。

ま
た
、
鈴
木
光
明
先
生
は

医
学
部
英
語
会
渉
外

A
r
a
bi夫
妻
を
囲
ん
だ
懇
親
会
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル

第
1

回
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー(
5月
1
5
日
）
集
合
写
真

f
 

召 翌

医
師
と
い
う
職
業
に
は
常

に
英
語
が
つ
い
て
回
る
、
と

は
い
わ
ず
と
知
れ
た
医
学
部

の
常
識
で
あ
る
。
医
学
部
英

語
会
(
M
e
d
ic
a
lE
nglis
h
 

S
p
e
a
king
 
S
o
c
ie
t
y
通
称M

E
s
s
)は
、
誰
し
も
が
求

め
る
英
語
力
向
上
を
目
的
と

し
た
慶
應
医
学
部
の
文
化
団

体
だ
。

医
学
部
英
語
会
で
は
、
週

1

回
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て

即
興
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た

り
、
全
員
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を 行

っ
た
り
し
て
、
且
吊
的
に

英
語
を
使
う
揚
を
設
け
て
い

る
。
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
英
語

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

英
語
に
加
え
て
海
外
で
の
医

療
に
興
味
を
持
つ
メ
ン
バ
ー

が
非
常
に
多
い
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

刺
激
し
あ
う
こ
と
も
で
き

る
。
意
見
交
換
の
場
と
し
て

利
用
す
る
者
や
、
と
も
に
勉

堀
田
陽
介

(
3年
）

非
常
に
大
き
い
。
医
療
が
国

際
社
会
と
い
う
大
き
な
粋
組

み
で
捉
え
ら
れ
た
と
き
、
学

生
時
代
に
多
彩
な
環
境
・
文

化
・
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
財
産
に
な
る
と

思
っ
゜

た
だ
し
、
国
際
交
流
と
は

単
に
「
海
外
の
大
学
と
交
流

す
る
こ
と
」
だ
け
で
は
な

く
、
国
内
の
他
医
学
部
と
も

ス
カ
イ
プ
を
使
っ
て
定
期
的

に
症
例
検
討
を
し
て
く
だ
さ

る
。
ハ
ワ
イ
大
学
は
P
r
o
b
l
e
m

B
a
s
e
d
 
L
e
a
r
n
i
n
g
で
有
名

な
大
学
で
あ
り
、
鈴
木
先
生

f
J
自
身
、
慶
應
の
医
学
教
育

に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い て

い
る
。

学
生
だ
け
で
の
活
動
の
み

な
ら
ず
、
こ
う
し
た
多
く
の

先
生
方
か
ら
直
接
ご
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

医
学
部
英
語
会
の
特
長
で
あ

る
。そ

の
名
称
か
ら
誤
解
さ
れ

て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思

う
が
、
医
学
部
英
語
会
の
活

動
目
的
は
決
し
て
英
語
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
で
は
な
い
。
英

語
と
い
う
道
具
を
用
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
個

人
的
な
経
験
で
申
し
訳
な
い

が
、
私
が
米
国
に
留
学
す
る

際
に
、1
9
6
0

年
代
に
留

学
し
た
叔
父
か
ら
手
紙
を
も

ら
っ
た
。
そ
こ
に
は
「
真
の
国

際
人
は
英
語
の
能
力
で
測
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
国
際
人

で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
れ

る
の
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

` L
• 

国
際
交
流
か
ら
考
え
る
国
内
交
流

S

次
の
飛
躍
に
向
け
て
S

3

大
学
合
同
国
際
交
流

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
！

山
本
一
希

(
4年
）

医
学
部
英
語
会
代
表

と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
自
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
、
英

語
力
は
も
ち
ろ
ん
、
医
学

頭
す
る
仲
間
を
見
つ
け
る
者
面
、
さ
ら
に
は
人
間
力
に
お

も
お
り
、
医
学
生
の
交
流
の
い
て
も
能
力
の
向
上
を
図
る

場
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
こ
と
が
で
き
た
。

果
た
し
て
い
る
。
我
々
は

2
0
1
0

年
の
活

今
年
は
さ
ら
に
多
岐
に
わ
動
の
集
大
成
と
し
て
、
四
谷

た
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
祭
で
1
1
月
6
日
に
、
3
大
学

慶
應
医
学
部
のOB
で
ハ
ワ
合
同
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を

イ
大
学
教
授
の
鈴
木
光
明
先
開
催
し
た
。
内
容
は

A
r
a
b
i

生
(
4
1
回
）
に
よ
る
イ
ン
タ
夫
妻
に
よ
る
「
イ
ラ
ン
総

ー
ネ
ッ
ト
電
話
(
S
k
y
pe
)
論
」
と
「
植
物
バ
イ
オ
イ
ン

を
介
し
た
症
例
検
討
や
、
慶
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
」
の
二
本

應
医
学
部
英
語
教
員
の
テ
ィ
立
て
で
、
渡
辺
賢
治
会
長
や

モ
シ
ー
・
ラ
イ
ト
教
授
の
ご
ラ
イ
ト
先
生
、
医
学
部
英
語

協
力
に
よ
る
国
際
交
流
セ
ミ
会
に
所
鵬
す
る
学
生
の
他
に

ナ
ー
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
、
英
語
に
興
味
が
あ
る
慶

海
外
出
身
の
様
々
な
バ
ッ
ク
應
医
学
部
生
が
2
0
名
以
上
も

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
先
生
方
参
加
し
、
非
常
に
盛
況
で
あ

の
講
演
を
聴
い
て
そ
れ
に
関
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
イ
ベ

す
る
討
論
を
行
い
、
国
際
人
ン
ト
で
は
国
内
の
他
の
医
学

積
極
的
に
交
流
す
る
姿
勢
を

も
含
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
私
た
ち
医
学
生
は
、
将

来
ほ
ぼ
同
時
期
に
日
本
の
医

療
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
が
さ
ら

に
複
雑
に
な
り
今
後
、
医
療

現
場
・
研
究
楓
関
に
お
い
て

大
学
の
垣
根
を
越
え
た
連
携

が
よ
り
一
眉
重
要
に
な
る
と

思
っ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
校
風
に
愛
着
を
持
ち

始
め
る
医
学
部
時
代
こ
そ

が
、
ま
さ
に
国
内
交
流
を
始

め
る
一
大
チ
ャ
ン
ス
な
の
で

あ
る
。
四
谷
祭
に
お
い
て
3

大
学
医
学
部
の
英
語
会
が
集 ま

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

各
校
の
代
表
が
こ
の
点
を
弾

く
認
識
し
、
足
並
み
を
揃
え

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。

ま
た
、
医
学
部
英
語
会
で

は
も
う1
つ
の
国
内
交
流
、

O
B

会
の
設
立
も
目
摺
し
て

い
る
。
学
生
時
代
に
国
際
交

流
を
通
じ
て
多
様
性
に
触
れ

た
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
な
進
路
を
辿
っ
て

い
っ
た
の
か
、
経
験
を
共
有

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
な
ら

ば
、
将
来
を
模
索
す
る
医
学

生
に
と
っ
て
大
き
な
起
爆
剤

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う 部

（
日
本
医
科
大
学
と
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
）
の
英
語

会
を
呼
び
、
世
界
に
視
野
を

広
げ
る
機
会
を
共
有
し
た
。

こ
れ
は
医
学
部
英
語
会
史
上

初
の
試
み
で
あ
り
、
国
外
に

向
き
が
ち
な
医
学
生
同
士
の

交
流
を
、
国
内
の
医
学
部
同

土
で
も
行
っ
て
、
将
来
の
医

師
人
生
に
活
か
す
こ
と
が
自

的
だ
。2
大
学
か
ら
合
計
1
0

名
要
の
参
加
者
を
集
め
、
と

も
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
食

事
会
を
開
い
て
交
流
す
る
こ

き
、
有
意
義
な
時
間
を
過

f
J
し
た
。

今
年
い
っ
ぱ
い
で
私
の
代

表
と
し
て
の
責
務
は
終
わ
る

が
、
来
年
以
降
も
国
内
外
で

の
医
学
部
英
語
会
の
さ
ら
な

る
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。

、
。カ

2
0
1
1

年
1

月
よ
り
9
3

回
生
が
幹
部
学
年
と
な
る
。

慶
應
医
学
部
が
『
世
界
に
雄

飛
し
う
る
人
材
』
を
求
め
る

よ
う
に
、
医
学
部
英
語
会
は

『
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る

人
材
を
目
摺
し
、
可
能
性
を

拓
く
』
こ
と
をVis
io
n
に
据

え
て
い
る
。
今
後
、
一
段
と

飛
躍
す
る
べ
く
、
国
内
外
の

両
方
を
見
据
え
て
、
国
内
医

学
部
合
同
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
や
S
ky
pe
を
通
じ
た
国

際
会
議
な
ど
、
限
り
な
い
可

能
性
を
信
じ
て
、
新
た
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
医
学
部
英
語
会
の

活
動
は
ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
な
が

ら
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
を
靡

き
上
げ
る
活
動
で
あ
る
。
英

語
は
あ
く
ま
で
も
道
具
で
あ

り
、
医
師
と
し
て
の
素
養
を

培
つ
上
で
非
常
に
貴
重
な
場

と
な
っ
て
い
る
。
一
人
で
も

多
く
の
学
生
が
こ
う
し
た
機

会
を
利
用
し
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
る
。




